
ニプロ掘取機
VG―1403

取扱説明書
ご使用になる前に必ずお読みください。



●この取扱説明書は掘取機の取扱方法と使用上の注意事

項について記載してあります。ご使用前には必ず、こ

の取扱説明書をよく読み十分理解されてから、正しく

お取扱いいただき、最良の状態でご使用ください。

●お読みになった後は、必ず製品の近くに保管し、必要

になったとき読めるようにしてください。

●製品を他人に貸したり、譲り渡される場合は、この取

扱説明書を製品に添付してお渡しください。

●この取扱説明書を紛失、または損傷した場合は、速や

かに弊社またはお買い上げいただきました販売店・農協

へご注文してください。

●品質、性能向上あるいは安全上、使用部品の変更を行

うことがあります。そのような場合には、本書の内容、

および写真・イラストなどの一部が、本製品と一致しな

い場合がありますので、ご了承ください。

●ご不明なことやお気付きのことがございましたら、お買

い上げいただきました販売店・農協へご相談ください。

● 印付きの下記マークは、安全上、特に重要な事項

です。必ず守って作業をしてください。

危険
その警告文に従わなかった場合、死亡ま

たは重傷を負うことになるものを示します。

警告
その警告文に従わなかった場合、死亡また

は重傷を負う危険性があるものを示します。

注意
その警告文に従わなかった場合、ケガを

負うおそれがあるものを示します。

●この取扱説明書には安全に作業をしていただくために、

安全上のポイント「安全に作業をするために」を記載

してあります。ご使用前に必ず読んでください。

ニプロ製品をお買い上げいただきまして

誠にありがとうございます。
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ここに記載している注意事項を守らないと、死亡・傷害事故や、機械の破損の原因になります。よく読んで安全作業

をしてください。

一般的な注意事項

警告 こんなときは運転しない

●過労・病気・薬物の影響・その他の理由により作業に集中できないとき

●酒を飲んだとき

●妊娠しているとき

●18歳未満の人

警告 作業に適した服装をする

はちまき・首巻き・腰タオルは禁止です。

ヘルメット・すべり止めのついた靴を着用し、だぶつきのない服装をしてください。

【守らないと】機械に巻き込まれたり、すべって転倒するおそれがあります。

警告 機械を他人に貸すときは取扱方法を説明する

取扱方法をよく説明し、使用前に「取扱説明書」を必ず読むように指導してください。

【守らないと】死亡事故や傷害事故、機械の破損をまねくおそれがあります。

警告 機械を他人に譲り渡すときは取扱説明書を付ける

機械と一緒に「取扱説明書」を渡し、必ず読むように指導してください。

【守らないと】死亡事故や傷害事故、機械の破損をまねくおそれがあります。

警告 トラクタに作業機を装着するときは、必ずトラクタの取扱説明書を読む

トラクタに作業機を装着する前に、必ずトラクタの取扱説明書を読み、よく理解してから作業機の装着を

してください。

【守らないと】傷害事故や機械の破損をまねくおそれがあります。

警告 重量バランスの調整をする

トラクタに重い作業機やアタッチメントを装着するときは、トラクタメーカ純正のバランスウェイトを付

け、バランス調整をしてください。

【守らないと】傷害事故や機械の破損をまねくおそれがあります。

注意 公道の走行は作業機装着禁止

トラクタに作業機を装着して公道を走行しないでください。

必ず、作業機を取外して走行してください。

【守らないと】道路運送車両法違反です。

事故を引き起こすおそれがあります。

安全に作業をするために
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注意 機械の改造禁止

改造しないでください。保証の対象にはなりません。

純正部品や指定以外の部品を取付けないでください。

【守らないと】事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。

点検・整備の注意事項

注意 点検整備中はエンジンを停止する

点検・整備・修理、または掃除をするときは、必ずエンジンを停止してください。

【守らないと】事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。

警告 トラクタと作業機のまわりに人を近づけない

トラクタのまわりや作業機との間に人を入れないでください。

【守らないと】傷害事故を引き起こすおそれがあります。

作業時の注意事項

警告 作業機の着脱は平らな場所でおこなう

作業機の着脱は、平らで固い場所でおこなってください。

【守らないと】下敷きになったり、ケガをしたりします。

注意 カバー類は必ず取付ける

装着のときや、点検・整備で取外したカバー類は、必ず取付けてください。

【守らないと】機械に巻き込まれて、傷害事故を引き起こすおそれがあります。

注意 目的に合った工具を正しく使用する

点検整備に必要な工具類は、適正な管理をし、目的に合ったものを正しく使用してください。

【守らないと】整備不良で事故を引き起こすおそれがあります。

機械を使う前と後には必ず点検・整備をしてください。

【守らないと】事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。

注意 点検・整備をする

警告 点検整備は平らで安定した場所でおこなう

交通の邪魔にならず安全で、機械が倒れたり、動いたりしない平らで安定した場所で、点検整備をしてく

ださい。

【守らないと】機械に巻き込まれて、傷害事故を引き起こすおそれがあります。

警告 作業機の下にもぐったり、足をいれない

作業機の下にもぐったり、足を入れないでください。

【守らないと】何かの原因で作業機が下がったときに、傷害事故を負うおそれがあります。
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警告 作業機の落下防止をする

作業機の落下を防止するため、油圧ストップバルブを完全に「閉め」てロックし、さらに作業機の下へ台

を入れてください。

【守らないと】死亡事故や傷害事故を負うおそれがあります。

警告 アユミ板は、強度・長さ・幅の十分あるものを使用する

積込み、積降しをするときは、平らで交通の邪魔にならない場所でトラックのエンジンを止めます。動か

ないようにサイドブレーキをかけ、車止めをしてください。使用するアユミ板は強度・長さ・幅が十分あ

り、すべり止めの付いているものを選んでください。

長さのめやすは荷台高さの４倍です。

【守らないと】事故・ケガ・機械の故障をまねくおそれがあります。

子供には十分注意し、近づけないでください。

【守らないと】傷害事故を引き起こすおそれがあります。

警告 子供を機械に近づけない

格納時の注意事項

警告 機械に巻き付いた草やワラを取るときはエンジンを停止する

回転部分に草やワラが巻き付いたときは、必ずエンジンを停止させ、巻き付きを外してください。

【守らないと】機械に巻き込まれて、死亡事故や重傷を負うおそれがあります。

警告 傾斜地では、ゆっくり大きくまわる

傾斜地での高速・急旋回は、転倒のおそれがあり大変危険です。

トラクタ速度を落とし、大きく回ってください。

【守らないと】死亡事故や傷害事故を負うおそれがあります。

注意 格納時はカプラを外す

格納するときは、必ずカプラを作業機から外し、地面に置きます。

カプラのハンドル操作を間違えると落下します。

【守らないと】傷害事故を引き起こすおそれがあります。

注意 作業機の調整はエンジンを停止しておこなう

作業機の調整をするときは、作業機を下げ、トラクタの駐車ブレーキをかけます。PTO変速レバーを

「中立」の位置にし、エンジンを停止してからおこなってください。

【守らないと】傷害事故や機械の損傷をまねくおそれがあります。

注意 カプラのハンドルには絶対に手をふれない

作業機の装着・取外しのとき以外は絶対にカプラのハンドルには手をふれないでください。

【守らないと】作業機が外れ、傷害事故や機械の故障をまねくおそれがあります。

3



●この掘取機は、バレイショなどの掘取作業に使用し、

使用目的以外の作業には、決して使わないでください。

使用目的以外の作業で故障した場合は、保証の対象に

はなりません。

●この掘取機は決められた適応馬力で設計しています。

適応トラクタ馬力の範囲内で使用してください。範囲

を超えての使用は故障の原因になり、保証の対象には

なりません。

●この掘取機は「標準３点リンク」規格で設計していま

す。他の規格「特殊３点リンク」などでは装着ができ

ません。

●この掘取機の改造は決しておこなわないでください。

保証の対象にはなりません。

「保証書」はお客様が保証修理を受けられるときに必要と

なるものです。

お読みになった後は大切に保管してください。

機械の調子が悪いときは、この取扱説明書を参照し点検

してください。

点検・整備しても不具合がある場合は、お買い上げいた

だいた販売店・農協、または弊社までご連絡ください。

●ご連絡いただきたい内容

●型式名と製造番号…ネームプレートで確認してくだ

さい。

●ご使用状況

・ほ場の条件は 石が多いですか？

強粘土ですか？

・トラクタの速度は？

・PTOの回転数は？

●どのくらい使用されましたか？

・約□□アール または□□時間

●不具合が発生したときの状況をなるべく、くわしく

教えてください。

●補修部品は、純正部品をお買い求めください。市販類

似品をお使いになりますと、機械の不調や性能に影響

する場合があります。

●この製品の補修用部品の供給年限(期間)は、製造打ち

切り後９年です。ただし供給年限内であっても、特殊

部品については納期などご相談させていただく場合が

あります。

アフターサービスについて本製品の使用目的について

ネームプレート

振動掘取機

型 式

区 分

製造番号

補修部品と供給年限について

保証書について
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警告

注 意

危 険 警 告 警 告警 告

C1

D1

W2
W3

W3

W8

W8 VG-1403-3L
 

W6

VG-1403-1L

警告ラベルの種類と位置
●警告ラベルは図の位置に貼ってあります。よくお読みになって安全に作業をしてください。

●警告ラベルは、汚れや土を落とし常に見えるようにしておいてください。

●紛失または破損された場合には、お買い上げいただいた販売店または農協へ下記型式、およびコードナンバーでご注文の

ほどお願いいたします。
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主要諸元

本使用は改良のため予告なく変更する場合があります。

品 名 ニ プ ロ 振 動 掘 取 機

型式・区分 VG－1403／4L／3L／OL VG－1403－1L VG－1403R／4L／3L／OL VG－1403－1L

全 長（㎜） 2，465 2，380 2，465 2，380

全 幅（㎜） 1，740 1，705 1，740 1，705

全 高（㎜） 1，290 1，120 1，290 1，120

機 体 質 量（㎏） 550（OL仕様、510） 525 600（OL仕様、560） 575

作 業 幅（㎝） （先金内幅）139

作 業 深 さ（㎝） （溝下）10

作業速度（㎞／h） 1～3

作業能率（分／10a） 20～60

適応馬力｛Kw（PS）｝ 平地 36．8以上（50以上）：傾斜20度以下 44．1以上（60以上）

駆 動 方 法 Vベルト・ローラーチェーン

装 着 方 法 日農工オートヒッチⅠ：Ⅱ 3点リンク直装 JIS2 日農工オートヒッチⅠ：Ⅱ 3点リンク直装 JIS2

耕 深 調 節 トップリンクおよび接地板調節ハンドル

先 金 振 動 数 PTO1回転につき1往復

先 金 振 幅（㎜） 25

PTO回転数（rpm） 280～540（標準350）

コンベア周速（m/s） 0．7～1．35
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①クイックカプラ ⑨カットウエイコルター 後ガイド 右

②マスト ⑩押さえボルト 後ガイド 左

③ステー左右 先金枠 先金 右

④延長マスト左右(1L) 接地板 左 先金 中

⑤ロアーアーム左右(1L) 接地板 右 先金 左

⑥ミッションケース 鎮圧ローラ コンベア

⑦入力軸 ロッド シュート

⑧入力軸カバー クランクハンドル

VG-1403-3L

①
③

⑨

⑥

③
②

⑧

⑤

VG-1403R-1L

① 各部のなまえ

各部のなまえと組立
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●掘取機の３点リンク装着システムは、日農工統一規格

「日農工標準３点オートヒッチ」を採用しています。

●「日農工標準３点オートヒッチ」は、さらに４セット・

３セット・０セットと３種類に分かれます。

●４セットは３点リンクとジョイントが同時に自動装着

でき、３セットは３点リンクのみが自動装着で、ジョ

イントは手で付けます。０セットはすでにお手持ちの

４セットシリーズ作業機と共用するため、カプラ、お

よびジョイントは標準装着していません。

●１Ｌの規格は「３点リンク直送」方式でオートヒッ

チは使いません。

注 意
●トラクタの取扱説明書「３点リンクの規格」をよく読

んでください。守らないと、取付けができなかったり、

機械の損傷やケガの原因になります。

●カプラは「標準３点リンク規格」です。トラクタの３

点リンクも標準３点リンクでないと装着できません。

●特殊３点リンク規格の場合は、特殊３点リンク用トッ

プリンクブラケットを外し、トップリンクを標準３点

リンク用の両側にターンバックルの付いた、長いもの

に替えてください。

●作業機の下がり量が不足する場合は、リフトロッドの

取付穴位置をリフトロッドの上下の穴に移して調整く

ださい。

●４セットの場合は、ジョイントのダンボール箱に入っ

ているサポートプレートと連結枠を取付けてください。

３セットの場合は付いていません。

ここでは、４セットを中心に説明します。４セットと

３セットの違いは、ジョイントが自動装着か、手で付

けるかの違いです。

警 告
●カプラの装着・取外しは、平らで固い場所を選び、

いつでも危険をさけられる態勢でおこなってください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

トラクタへの装着 カプラの準備

トラクタの準備

カプラの取付け

番号 部 品 名 数量

① サポートプレート ２

② ボルト Ｍ1×3 ７Ｔ ４

③ ばね座金 Ｍ1 ４

④ ナット Ｍ1 ４

⑤ ボルト Ｍ1×20 ７Ｔ １

⑥ センターロックナット Ｍ1 １

EL51サポートプレートASSY 部品番号 R50 910

ELカプラ

⑤は開き止めを兼用しているので
組付け後わずかに回転すること。
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注 意
●トラクタの取扱説明書「３点リンクの規格」をよく読

んでください。

●PTOクラッチを切り、トラクタのエンジンを必ず停止

してカプラの取付けをします。

●必ず、リンチピンで抜け止めをしてください。

守らないと取付けができなかったり、機械の損傷や

ケガの原因になります。

① ４Ｌ、３Ｌ、３ＬＢ 仕様

⑴トラクタの油圧レバーを操作し、ロワーリンクを「最

下げ」にします。

⑵左右のロワーリンクにろわひンを取付けます。内側セ

ットと外側セットができます。トラクタの３点リンク

規格に合わせてください。

⑶カプラをトラクタのトップリンクに、カプラに付属し

ているトップリンクピンで取付けます。

●必ず、リンチピンで抜け止めをしてください。

⑷トップリンクの長さは、ロワーピンの地上高が下図の

とき、カプラが垂直になるように調節します。

⑸ジョイントの４セット部を、サポートプレートの上に

乗せます。

①トラクタのPTO軸にジョントの広角側（大きい方）

を、ロックピンを押しながらはめ込み取付けてくださ

い。取付け後、ロックピンの頭が1㎜以上出ている事

を確認してください。

②４セット部をステッカー面を上にして、ジョイントを

折りながらサポートプレートの切欠き部に、軸の細い

部分を入れます。

注 意
●手の位置は図のように、指をジョイントの中に入れな

いでください。守らないと指をはさみケガをするおそ

れがあります。

ELカプラ

内側セット 外側セット

ELカプラ JIS1 JIS2

ELカプラ 5㎝

リンチピン

4L、3L 仕様
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⑹トラクタの中心に合わせ左右均等に1～2㎜振れるよ

うに、チェックチェーンで振れ止めをします。

◯注カプラ取付修了後、トラクタの油圧をゆっくり上げな

がら、トップリンク等が干渉しない事を確認して下さ

い。

警 告
●掘取機の装着は平らで固い場所を選び、いつでも

危険をさけられる態勢でおこなってください。

●トラクタのまわりや掘取機との間に人が入らないよう

にしてください。

●掘取機の下へもぐったり、足を入れたりしないでくだ

さい。

●掘取機の調整をするときは、トラクタの駐車ブレーキ

をかけ、PTO変速レバーを「中立」の位置にし、

エンジンを停止してください。

●重い掘取機を装着したときは、トラクタメーカ純正の

バランスウェイトを付け、バランス調整をしてください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

① １Ｌは「３点リンク直送」方式です。

トラクタの左ロワーリンク、右ロワーリンクの順に取

付け、つぎにトップリンクの順に装着します。

② ４Ｌ．３Ｌ．０Ｌの装着

⑴スタンドをセットして装着姿勢にし、コルターは最上

げにしてください。

⑵カプラのストッパーを解除し、レバーを手前に引いて、

フックを装着状態にします。

⑶トラクタを掘取機の中心に合わせ、まっすぐバックし

ます。トラクタの油圧を下げて、カプラのトップフッ

クを掘取機のトップピンの下へくぐらせます。トラク

タと掘取機の中心が合うまで繰り返してください。

⑷ゆっくりトラクタの油圧を上げて、トップフックでト

ップピンをすくい上げます。掘取機のロワーピンガイ

ドがカプラのロワーフックに入り、装着されます。４

セットの場合は、ジョイントも同時に入力軸のスプラ

インに入ります。

※フックが当たったり、ジョイントが入らない場合は、

トラクタの油圧を下げて掘取機を外し、始めからやり

直してください。

※掘取機が傾いているときは、トラクタの右側リフトロ

ッドの長さを調節し、掘取機の傾きにカプラの傾きを

合わせてから装着してください。

⑸ストッパーでフックをロックします。

レバー

ストッパー

フック

解除

装着の順序

トップピン

トップフック

作
業
機

入力軸

ロワーピンガイド
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注 意
●装着・取外しのとき以外は絶対にカプラのハンドルに

は手をふれないでください。

守らないとドライブハローが外れ、傷害事故につながります。

注 意
●カプラの装着がすんだら、ロックナットの締め込みや、

抜け止めが確実になされているか確認します。

守らないと部品の脱落でケガをすることがあります。

① トラクタへ装着するときは、「最上げ」時にトラクタ

と作業機がぶつからないように、油圧をゆっくり上げ

ながら確認します。特にキャビン付トラクタの場合は、

背面のガラスを突き上げないように注意してください。

② トラクタによってはスイッチで「最上げ」まで自動上

昇する機種があります。作業機が勢いよく上がるため、

1㎝以上間隔を開け、上げ規制をしてください。

③ トップリンクやロワーリンクの取付穴位置、およびリ

フトロッドやトップリンクの長さを替えた場合には、

調整をやり直してください。

④ リフトロッドの長さを調節して、掘取機の左右を水平

に調節してください。

注 意
●トラクタの取扱説明書「３点リンク、および油圧関

係」をよく読んでください。

守らないと機械の損傷やケガの原因となります。

注 意
●PTOクラッチを切り、トラクタのエンシジンは必ず停

止させ、ジョイントの取付けをしてください。守らない

と死亡事故や傷害事故につながります。

●ジョイントの長さは、装着するトラクタの型式により異

なります。ご注文時にトラクタの型式を明示いただ

ければ、その型式に適応したジョイントが付属されま

す。型式が不明の場合は、標準の長さの物が付

属されます。

※長すぎるジョイントを装着すると、トラクタのPTO軸

か作業機の入力軸を突き、破損させます。

※短いとジョイントのかみ合いが少なく、ジョイントが

破損します。

① 取り付け ４Ｌシリーズ

⑴３点リンクにカプラを取付け、装着の姿勢にトップリ

ンクの長さを合わせます。

⑵トップリンクの長さは、ロワーピンの地上高が下図の

とき、カプラが垂直になるように調節します。

⑶ジョイントの４セット部を、サポートプレートの上に

乗せます。

①トラクタのPTO軸に、ジョイントの広角側（大きい

方）を、ロックピンを押しながらはめ込み取付けてく

ださい。取付け後、ロックピンの頭が1㎜以上出てい

る事を確認してください。

ジョイントの取付けトップピン

ストッパー

作
業
機フック

ロック

持ち上げ時の注意
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②４セット部をステッカ面を上にして、ジョイントを折

りながらサポートプレートの切欠き部に、軸の細い部

分を入れます。

（注）ジョイントが長くてサポートプレートに取付

け出来ない時は無理に取付けしないでくださ

い。（取付けできないのは長い為と思われま

す）。長い時は切断して使用してください。

無理に取付すると、トラクタ、作業機を破損

させる原因になります。

⑷ジョイントの使える長さは、下表の通りです。範囲内

で使用してください。最少ラップ（オス、メスのかさ

なり）はCRCV-Zで8㎜確保しています。

◆３Ｌ・１Ｌの場合

⑴掘取機をゆっくり上下し、トラクターのPTO軸と掘

取機の入力軸が同じ高さになったところで油圧をロッ

クし、エンジンを止めます。

⑵PTO軸へジョイントを取付けます。

⑶ジョイントをいっぱいに縮め、ジョイントの先端と掘

取機の入力軸との間に、１㎝ほどの間隔があればその

まま使用できます。

間隔がない場合は、長い分を切断します。

⑷油圧を上下して、ジョイントの「カバーのかみ合い」

が８㎝以上あるか調べます。

「カバーのかみ合い」が少ないと、強度が不足します。

長いものと交換してください。

かみあい

作業機
入力軸

PTO軸

(水平)

種類 ジョイント型式
最縮全長
(㎜)

使える長さ
(㎜)

CRCV-Z72 70 70～86

Z82 80 80～96

4L  Z82 80 80～13

Z92 90 90～13

Z92 90 90～13

PTO軸側 入力軸側

１㎝程度

種類 ジョイント型式 最縮全長(㎜) カバースキマ(㎜)

CE―2 70 2～18ジ
ョ
イ
ン
ト

普
通

3 80 2～28

4 90 2～38
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② 切断方法

⑴長い分だけジョイン

トカバーをオス・メ

ス両方切り取ります。

⑵切り取ったジョイン

トカバーと同じ長さ

をシャフトの先端か

ら計ります。

⑶シャフトを金ノコま

たは高速カッタでオ

ス・メス両方を切断

します。

※高速カッタは回転が

速くケガをする恐れ

があります。十分注意して作業をおこなってください。

⑷切り口をヤスリでなめらかに仕上げ、グリースを塗り

オス・メスを組合わせます。

③ 取付方法

⑴ジョイントのロックピンを押しながら、PTO軸、お

よび入力軸へ挿入し、ロックピンを軸の溝で止めます。

ハンマーなどでジョ

イントをたたき、強

引に入れないでくだ

さい。

ロックピンの頭が１

㎝以上出ていれば確

実にロックされてい

ます。

⑵ジョイントカバーの

チェーンを、トラク

ターの動かない場所

につなぎます。油圧

を上下しても引っ張

らないようにたるみ

を持たせます。

危 険
●取外したトラクタのPTO軸カバー、入力軸カバーを

もとどおりに取付けてください。

守らないと、巻き込まれて傷害事故の原因になります。

１㎝
以上
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警 告
●掘取機の取外しは平らで固い場所を選び、いつで

も危険をさけられる態勢でおこなってください。

●トラクタのまわりや掘取機との間に人が入らないよう

にしてください。

●PTO変速レバーを「中立」の位置にして、取外し

てください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

ここでは４セットを中心に説明します。

① 掘取機を装着と同じ姿勢にします。スタンドをセット

して、コルターを上げてください。

② カプラのストッパーを解除しレバーを手前に引いて、

ロックを解除します。

③ 掘取機をゆっくり下げます。カプラのロワーフックが

抜け、トップピンからトップフックが外れたのを確認

してから、ゆっくりトラクタを前進させます。

外れない場合は、トラクタと堀取機の傾斜が合ってい

ないか、トラクタがまっすぐ前進していないかのどち

らかです。確認してやり直してください。

警 告
●掘取機の調整をするときは、トラクタの駐車ブレーキ

をかけ、PTO変速レバーを「中立」の位置にし、

エンジンを停止してからおこなってください。

●トラクタのまわりや掘取機との間に人が入らないよう

にしてください。

●掘取機の下へもぐったり、足を入れたりしないでくだ

さい。

守らないと死亡事故や傷害事故の原因になります。

① 振れ止め調節

トラクタの中心（PTO軸）と掘取機の中心（入力軸）

を一直線に合わせ、チェックチェーンを左右均等に

1～2㎜振れるように調整します。石の多いほ場では、

ややゆるく張ってください。

② 前後角度調節

平らな地面に置いた状態で、掘取機の入力軸が水平に

なるように、トップリンク調整をします。作業深さ・

コンベア角度の調節は、つぎの作業の方法（1ペー

ジ）で説明します。

③ 水平の調節

掘取機の左右が水平になるように、トラクタのレベリ

ングハンドルを回して、右リフトロッドの長さを調節

します。

④「最上げ」位置の調節

PTOを回転させながら、ゆっくり掘取機を上げ、振

動や異音の出ない位置で油圧レバーの「上げ規制スト

ッパー」を止めます。

キャビン付トラクタの場合は、必ず1㎝以上の

余裕を見てください。

トラクタからの取外し

トラクタとの調整

レバー

ストッパー

フック

解除

トップピン

トップフック

作
業
機

入力軸

ロワーピンガイド
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警 告
●掘取機が付いていると後ろが長くなり、横幅も広くな

ります。周囲の人や物に注意して旋回してください。

●高速走行・急発進・急停車はしないでください。旋

回するときはスピードを落とし、急旋回はさけてくださ

い。

●運転者以外の人や物をのせないでください。

●子供には十分注意し、機械へは近づけないでくださ

い。

●ほ場への出入りは、必ずあぜと直角にしてください。

●急な登り坂で前輪が浮き上がると、ハンドル操作が

できなくなりとても危険です。常に前・後輪のバラン

スを考えながら、トラクタメーカ純正のバランスウエ

イトをつけてください。

●あぜ越えや段差を乗り越えるときは、アユミ板を使用

して、地面に接しない程度に作業機を下げ、重心

を低くしてください。

使用するアユミ板は、強度・長さ・幅が十分にあり、

すべり止めのあるものを選んでください。

●両側に、溝や傾斜のある農道を通るときは、特に路

肩に注意してください。軟弱な路肩、草の茂ったと

ころは通らないでください。

守らないと死亡事故や傷害事故につながります。

注 意
●トラクタに掘取機を装着して公道を走行しないでくだ

さい。

守らないと、「道路運送車両法違反」となり、事故を

引き起こす原因になります。

① 移動のときは、掘取機をいっぱいに上げ、油圧ストッ

プバルブを完全に「閉め」下がるのを防ぎます。掘取

機が左右に振れないように、チェックチェーンを張り、

ロックナットを締めてください。

② ほ場への出入りはあぜに対して直角に、ゆっくり前進

でおこなってください。

③ 掘取機の地上高が不足する場合は、トップリンクを縮

め、地上高を確保してください。（作業時には、トッ

プリンクを元の長さに調整してください。）

作業に入る前にあらかじめ、ほ場の両端を約５ｍ（ト

ラクタの旋回半径）ぐらい枕地として、手掘り・拾い集

めをしてください。

① 作業速度

標準作業速度は１～３㎞/hですが、作物の状態や畑の

条件によって調整してください。

⑴水分が多く（雨の後など）土のふるいが悪い場合は、

速度を遅くします。

② PTO回転

標準は30～40rpmですが、作物の状態や畑の条件

によって調整してください。

⑴PTO回転は、できるだけ遅いほうが作物へのキズが

少なく、土のふるいも良くなります。

③ 作業深さの調節

コンベアの角度と、接地板の調節で作業深さを調節、

安定させます。

⑴コンベア角度は、トップリンクの調節でおこないます。

作物のキズをなくし、土のふるいを調整します。

●作業状態で入力軸がほぼ水平の位置にします。

●溝底から５㎝ぐらいの深さが標準です。

●土がコンベア中央の段差まで上がってくるくらいを

目安にします。

⑵クランクハンドルで、接地板の角度調節をおこない作

業深さを安定します。

●コンベア上を作物が上がらないで、転がりが多くキ

ズがつきやすいときは、角度を小さくします。

移動・ほ場への出入り 上手な作業のしかた

クランクハンドル

接地板

15



⑶従動ローラの前後でコンベアとフォークの間隔をとり、

土の「のみ込み」量を調節します。

深掘りをしながら、土の「のみ込み」を少なく押さえ

ます。

●左右の調節ボルト・取付ボルトをゆるめながら調節

板とローラを一緒に後方へ調節します。

●調節が終わったら、各部のボルトは確実に締付けて

ください。

④ ガイドローラ(コンベアのたるみ)の調節

コンベアの下側が土に接触する度合いを調節します。

接地板支えに上下２カ所の穴がありますので接地板の

角度と合わせて調整します。

⑤ ガイド板・シュート板の調節

２畦分の作物を中央に集め、拾い集めの作業を楽にし

ます。

⑴ガイド板は図のローターピンの位置で調整します。

●外側のローターピン………角度調節

●内側のローターピン………ばね強さの調節

⑵シュート板は、２本のボルトをゆるめて調節し作物の

落下位置を設定します。

⑥ コルター部の調節

茎や雑草のからみをなくし、畦を崩さないで土の「の

み込み」を良くします。

⑴先金の先端より少し深めにします。

⑵石の多いところ、土の「のみ込み」が多すぎるときは、

浅目に調節します。

注 意
●コルターの調節をおこなうときは、絶対にコルターの

下に足を入れないでください。

●必ずニギリを持って、ボルトをゆるめながらゆっくり上

下調節をしてください。

守らないと足のうえに落下して、大きなケガの原因に

なります。

ローターピン

ガイド板

ボルト

シュート板

ニギリ

コルター

先金

調節ボルト

(VG-1403)

接地板支え

接地板

(上穴)

(下穴)

ガイドローラ

調節
ボルト

調節板
(内側が従動ローラ) コンベヤー

フォーク

従動
ローラ

●最初の４～５ｍで作物のキズ・土のふるいを確認しな

がら調整してください。

●先金で作物をキズ(切る)つけたり、コンベア上を作

物が転がってキズがつく場合は、必ず上記の調整を

してください。

補足

16



⑦ 鎮圧ローラの調節（Ｒタイプ）

掘取った畦を鎮圧して、その上に作物を落とし拾い集

めを楽にします。

⑴下側のローターピンで加圧力を調節します。

ローターピンの位置を上げるとバネの加圧が強まり、

下げると弱まります。

⑵上側のローターピンは、ローラ位置（高さ）決めに使

います。

⑧ 揺動ローラの調節（VH-10タイプ）

先金枠の振動を連結アーム・揺動アームをとうして、

コンベアに上下振動を与え、土のふるいを調節します。

⑴揺動アーム、◯A◯B◯C３カ所の穴の調節ビン差替えで、

振動幅を調整します。

◯A 1㎜ ◯B 2㎜ ◯C 3㎜

長くお使いいただくためには、日常の保守管理が大切です。

警 告
●点検・整備をするときは、交通の邪魔にならず安全

なところを選んでください。

機械が動いたり、倒れたりしない平らで固い場所で、

トラクタの前輪には車止めをしてください。

●点検・整備をするときは、トラクタの駐車ブレーキを

かけ、PTO変速レバーを「中立」の位置にし、エ

ンジンを停止しておこなってください。

●掘取機の落下を防止するため、油圧ストップバルブ

を完全に「閉め」てロックし、さらに掘取機の下へ

台を入れてください。

●回転部分に草やワラが巻き付いたときは、必ずエン

ジンを停止させ、巻き付きを外してください。

守らないと、死亡事故や傷害事故の原因になります。

① ボルト・ナットのゆるみ点検

使用時ごとに各部のボルト・ナットを増締めしながら

点検してください。

新品の場合は使用２時間後に必ず増締めをしてくださ

い。

② ジョイントの給油

◯Aグリースニップル

使用時ごとグリース注入をする。

◯Bジョイントスプライン部

使用時ごとにグリースを塗る。

◯Cシャフト

シーズン後にグリースを塗る。

◯Dロックピン

シーズン後に注油する。

点検整備・保守管理

揺動ローラ

◯A
◯B

◯C

連結アーム

調節ピン

揺動アーム

先金枠

ローターピン

ばね

鎮圧ローラ

●ローターピンは必ず、左右同じ高さで調節してくだ

さい。

●ローターピンを外したままでの作業は、絶対にしな

いでください。ローラが破損します。

補足
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③ グリースの点検と注油

⑴先金枠の振動部は必ず、作業前に点検しグリースを注

入してください。

振動アーム・先金支え軸の２カ所

⑵チエーン・スプロッケット・テンション部などの可動部

もグリース・オイルの補充をしてください。

⑶先金部は、油などでサビ止めをします。

④ 修理・部品交換

作業中の不具合、故障・破損している部品は必ず格納

前に交換・修理をしてください。

警 告
●格納は、雨や風があたらず、平らで固い場所を選

んでください。

●子供が手をふれても転倒しないようにしっかり固定し

てください。機械の近くで子供を遊ばせないでくださ

い。

守らないと掘取機が転倒し、傷害事故や機械の損傷

につながります。

●作業終了後は、よく水洗いして水分をふき取ってくだ

さい。

●ジョイント・カプラは作業機から外し、別に保管してく

ださい。

●塗装のできない入力軸・ジョイントのスプライン部に

は、必ずサビ止めのためにグリスを塗ってください。

●先金、コンベアのプレート部にはサビ止めの油を塗っ

てください。

●トラクタの取付けしやすい場所に格納してください。

グリースニップル

振動アーム

先金支え軸

格 納
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用語と解説

アタッチメント
作業機に後付けする製品

オートヒッチ、カプラ
トラクタに乗ったままワンタッチで作業機を装着
できるヒッチ

クリープ（速度）
超低速の作業速度

耕 深
耕うんする深さ

3点リンク
トラクタに作業機を装着するための3点で支持を
おこなうリンク

ジョイント
トラクタの動力を作業機へ伝達するための軸

ターンバックル
ねじ機構により胴部を回転させて両端の長さを調
整できる装置

ダッシング
耕うん爪の回転でトラクタが前に押され飛び出す
こと

チェックチェーン
トラクタに対し作業機が左右に振れる量を規制す
るチェーン

トップリンク
作業機を装着する3点のリンクのうち、作業機の
上部を吊り下げているリンク

ブラケット側
チェーンケースの反対の軸受側

ポジションコントロールレバー
作業機を上げ下げするために使用するレバー

メカニカルロック
機械式に固定する。

揚 力
トラクタが作業機を上昇させるための力

リフトロッド
トラクタが作業機を上げるためロワーリンクと連
結しているアーム

リリーフ状態（音）
シリンダーが最縮および最伸時、これ以上伸び縮
みできないときに音が変わったとき

リリーフ弁
油圧装置に規定以上の油の圧力がかかり、油圧装
置が破損することを防止する弁

ロワーリンク
作業機を装着する3点リンクのうち、作業機の下
部を吊り下げているリンクで左右1本ずつある
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’09. 05. 003. PO

本　　　　社　〒386-0497 長 野 県 上 田 市 塩 川 5 1 5 5

物流センター　〒386-0497 長 野 県 上 田 市 塩 川 2 9 4 9

北海道営業所　〒068-0111 北海道岩見沢市栗沢町由良1 9 4 - 5

旭川出張所　〒079-8431 北 海 道 旭 川 市 永 山 町 8 丁 目 3 2

帯広出張所　〒082-0004 北海道河西郡芽室町東芽室北1線18番10

東北営業所　〒989-6228 宮城県大崎市古川清水3丁目石田24番11

関東営業所　〒329-4411 栃木県下都賀郡大平町横堀みずほ5- 3

長野営業所　〒386-0497 長 野 県 上 田 市 塩 川 2 9 4 9

岡山営業所　〒708-1104 岡 山 県 津 山 市 綾 部 1 7 6 4 - 2

九州営業所　〒869-0416 熊 本 県 宇 土 市 松 山 町 1 1 3 4 - 1 0

南九州出張所　〒885-0074 宮 崎 県 都 城 市 甲 斐 元 町 3 3 8 9 - 1

蕁（ 0 2 6 8）4 2 - 7 5 0 0 F A X 0 2 6 8 - 4 2 - 7 5 5 6

蕁（ 0 2 6 8）3 6 - 4 1 1 1 F A X 0 2 6 8 - 3 6 - 3 3 3 5

蕁（ 0 1 2 6）4 5 - 4 0 0 0 F A X 0 1 2 6 - 4 5 - 4 5 1 6

蕁（ 0 1 6 6）4 6 - 2 5 0 5 F A X 0 1 6 6 - 4 6 - 2 5 0 1

蕁（ 0 1 5 5）6 2 - 5 3 7 0 F A X 0 1 5 5 - 6 2 - 5 3 7 3

蕁（ 0 2 2 9）2 6 - 5 6 5 1 F A X 0 2 2 9 - 2 6 - 5 6 5 5

蕁（ 0 2 8 2）4 5 - 1 2 2 6 F A X 0 2 8 2 - 4 4 - 0 0 5 0

蕁（ 0 2 6 8）3 5 - 0 3 2 3 F A X 0 2 6 8 - 3 6 - 4 7 8 7

蕁（ 0 8 6 8）2 9 - 1 1 8 0 F A X 0 8 6 8 - 2 9 - 1 3 2 5

蕁（ 0 9 6 4）2 4 - 5 7 7 7 F A X 0 9 6 4 - 2 2 - 6 7 7 5

蕁（ 0 9 8 6）2 4 - 6 4 1 2 F A X 0 9 8 6 - 2 5 - 7 0 4 4

栃木県栃木市大平町横堀みずほ 5 - 3

宮城県大崎市古川清水三丁目石田24番11

北海道旭川市永山北１条８丁目３２

'19.05 .0003.PO

079-8451


